
A1　S=1/
A3　S=1/

S -

工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司

049

80
40

柱リスト（１）



A1　S=1/
A3　S=1/

S -

工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司
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40

柱リスト（２）



A1　S=1/
A3　S=1/

S -

工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司
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40

１階SRC大梁・１階鉄骨大梁リスト



A1　S=1/
A3　S=1/

S -

工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司
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40

SRC大梁リスト（１）



A1　S=1/
A3　S=1/

S -

工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司
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SRC大梁リスト（２）



A1　S=1/
A3　S=1/

S -

工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司
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40

鉄骨大梁リスト



A1　S=1/
A3　S=1/

S -

工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司

055

80
40

RC部材リスト
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(配力筋の間に配筋)

上端補強筋

L2

6-D22
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版-版目地部詳細図  S=1/5 片持ち-片持ち部補強要領

S=1/150

2階伏図

b-b断面  S=1/30 c-c断面  S=1/30a-a断面  S=1/30 d-d断面  S=1/30 e-e断面  S=1/30 f-f断面  S=1/30

キャンチPCa床版（PCS1～5）KEYPLAN

←
版
割
寸
法

版割寸法→

(　)内数値はY1通りを示す.

(2,625)

(1,985)

位　置
短辺方向 長辺方向

(主力筋方向) (配力筋方向)(mm)
版　厚

150～250

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋
180～200

上端筋

下端筋

D13@100

D13@200 D13@200

D13@200

D13@200 D13@200

D13@200

D13@200 D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

150～180

符　号

PCS5

PCS3

PCS4

PCS1

PCS2

備　考

版-版目地寸法→

2)型枠

3)仕上

4)PCa庇版の施工

5)準拠図書

コンクリート打設面の仕上は金ゴテ仕上とする．

型枠は鋼製型枠とする．

1)コンクリート 部材名

60

脱型時強度　　　　　(N/mm )

設計基準強度　　　　(N/mm )2

230

PCa床版（PCS1～5）が連層で配置される場合の支保工は2層受けとする.

キャンチPCa床版(PCS1，PCS2，PCS3，PCS4，PCS5)

『建築工事標準仕様書・同解説 JASS10 プレキャスト鉄筋コンクリート工事』

　2013年 日本建築学会

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12

Y1

Y2

Y3

Y4

PCS2

PCS2

PCS1

PCS1

PCS1
PCS2

PCS3
PCS4

PCS5

PCS PCS

PCS1

P
C
S
2

P
C
S
2

PCS1

D13@100

D13@200

D13@200
のみこみ

25mm

D13@100

D13@200

D13@200

のみこみ
25mm

D13@100

D13@200

D13@200のみこみ
25mm

4-D13
□-D10@200

D13@200

4-D13
□-D10@200

D13@200
のみこみ
25mm

D13@200
のみこみ
25mm

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

のみこみ
25mm

D13@200

モルタル後埋め

シーリング
バックアップ材

バックアップ材 シーリング

目地

尾根

D13@200

D22上端筋は版の運搬に制約がある為
機械式継手で接続する.

版接合位置
（片持ち-片持ち部のみ）

D13以上の鋼材 
溶接長 L=100

(
溶
接
長
)

溶接部分

アクリル板又は
塩ビ被覆鋼板

取り合い筋　U-D13

取合筋詳細図　S=1/15

片持ち-片持ち部
版相互接合部取付位置図

X1

▽2FL ▽2FL

Y4

（　Y1　）

X12

▽2FL

X12

▽3FL

X12

▽4FL

X12

▽PHFL

400

15
0
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0

キャンチスラブ（フルPCa版）

在来スラブ可

6)その他 在来工法へ変更の場合は、コンクリート強度は本体Fcに倣うものとし、

監督職員の承諾を得ること。

Pca部材製作工場は第三者機関での調査に基づいた認定を取得した工場を選定とし、

監督職員の承諾を得ること。

PL-12（SS400）
（適宜打設孔を設けること）

PL-12（フレア溶接）
（5da両面）

（スラブ筋兼用）

（X9-X11／Y1およびX1-X12／Y4も倣う）
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版相互接合部
　詳細図　S=1/15

A1　S=1/
A3　S=1/

S -

工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司

056

300
150

PCa床版リスト



A1　S=1/
A3　S=1/

S -

工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司

057

80
40

S部材リスト



A1　S=1/
A3　S=1/

S -

工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司
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30

目隠し詳細図



A1　S=1/
A3　S=1/

S -

工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司
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鉄骨架構詳細図



A1　S=1/
A3　S=1/

S -

工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司
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ラーメン配筋詳細図



A1　S=1/
A3　S=1/

S -

工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司
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鉄骨階段詳細図（１）
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工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司
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工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司
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囲

梁

柱

梁梁

梁

打継ぎ面
コンクリート

※基礎梁も含む

柱
範

囲

一般階

最上階

一般フープ　：H形(タガ形)

柱範囲及び仕口部フープ

　　　　　　（高強度せん断補強筋はスパイラルフープ又は溶接閉鎖型）

仕口部フープ：H形(タガ形)

　　　　　　　SRC造の場合は、L字鉄筋を4か所フレア溶接とする

パラペット（H≦1200）

1
8
0

4-D13

タテ
D10-@200

D10-@200

H

タテD13・D10-@200ダブル

180

4-D13

受筋D13

D10-@200
180

4-D13

4-D13

300

出隅部（水平断面）梁が有る場合 梁が無い場合

3
0
0

ヨコD10-@100ダブル

ヨコ
D10-@100

タテD13・D10-@200ダブル

ヨコD10-@100ダブル

L
2

H

L
2

20d

2
0
d

・パラペットの鉄筋はL2定着とする。

：構造スリットを示す

梁

梁

柱

L＞200

構造スリット配置例

そで壁

柱

4
0

壁

柱

壁

大梁

・ 直接雨掛りとならない場合、テーパーは必要ない。

・ 直接雨掛りとなる場合、止水性の高いタイプを使用する事。

テーパー

・ 直接雨掛りとなる場合、止水性の高いタイプを使用する事。

・ コンクリート打設時の鉛直スリット材の曲がり・移動防止のための対策を講じること。

鉛直振れ止め筋

水平振れ止め筋

止水材

屋内側

屋内側

屋外側

屋外側

L≦200

L≦200 L＞200L＞200

３）鉛直スリット（完全スリット型）

４）水平スリット（完全スリット型）

止水材

耐火材

縦筋下端部のかぶり確保

幅止め筋

4
0

（中央部200mm程度防錆剤塗布）

シール

2
5

2
5
0

幅止め筋　D10@400以内

耐火材

（中央部200mm程度防錆剤塗布）

250

250

止水材

シール

10040

25

スリット交差部

水平スリット

水平スリットを通す
鉛直スリット

Ａ－Ａ断面

ＡＡ

梁側増しコンクリート

中央部

壁下スリット

スリット
スリット

スリット

スリット不要

壁位置が構面外の場合の扱い

腰壁
そで壁 方立て壁そで壁

梁

梁

柱柱 柱

梁

梁

梁 梁

柱柱 柱

：スリットを示す

L≦600L＞600

１）共通事項

250

直交壁とのスリットは設けることを標準とする

・ スリット幅は、設計時の層間変形を考慮して定める。（25mm　かつ　ho/200［RC造、SRC造］、ho/100［S造］以上）

・ 鉛直スリット部の振れ止め筋の養生材は設けることを標準とする。

・ 水平スリット部の振れ止め筋の養生材は設けることを標準とする。

スパンスパン スパン

L≦600 L≦600

水
平

ス
リ

ッ
ト

水平スリット

２）構造スリット配置例

h
o

ho(mm) 水平振れ止筋 鉛直振れ止筋

ho≦3000 D13@400 D13@400

ho≦4000 D13@400 D13@300

ho≦5000 D13@400 D13@200

ho≦6000 D13@400 D13@200

フレ-ム外

・ スリット材は、以下の性能について、所定の性能を確保できるものとする。

　　・ 層間変形追従性能、・耐火性能、・水密性能、・遮音性能

　　（「構造スリット施工管理マニュアル」（BCS）による性能試験に合格したスリット材を採用する。） 

・ 鉛直スリットは完全スリット型、水平スリットは完全スリット型とする。

・ スリット材の取合い部の施工に関して、事前に関連する業者（鉄筋、型枠、コンクリート打込み業者）

　と打合せを行う。

鉛直
鉛直

水
平

ス
リ

ッ
ト

水
平

ス
リ

ッ
ト

鉛直

構造スリット

パラペット

立ち上がり壁配筋要領図

D10-@150（チドリ）

2-D10

注）H ≦ 500とする

D10-@150（チドリ）

▽FL

壁開口部補強要領図

壁開口部の補強は縦・横の枠筋及び斜筋にて行う。ただし、壁開口の最大径が両方向の壁主筋間隔以下の

枠筋、斜筋、補強筋の径および本数は構造図による。

場合で開口部を避けて配筋する場合は、補強を省略することができる。

補強筋の名称及び定着長さ

※末端部補強筋の径、本数の図示がない場合は、開口補強縦（枠）筋に同じとする。

開口部
開口部

末端補強筋

縦（枠）筋

斜筋

横（枠）筋

開口部 φ

1
6
以

上

かぶり30以上

1
6以上

L2 L2

L2

L1

L1

L1

L1
L1

※
・パラペットのひび割れ対策は、「ひび割れ誘発目地要領」による。

・パラペットのアゴ部寸法は意匠図による。
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S -

工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司
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40

雑配筋・鉄骨詳細図（１）



* スラブに壁が取り付く場合

壁

スラブスラブ補強筋 3-D16

スラブ補強筋 3-D16

スラブ補強筋は，梁にL2定着とする

１）スラブの段差

スラブ段差 ≦70mm ≦150mm ≦400mm

２）梁の両脇でスラブ段差がある場合

5H

t t t

H
≦

7
0D13

350

L2

≦
1
5
0D13L2

350 L2L2

スラブ上端主筋
あばら筋は

と同径・同間隔

≦
4
0
0

D13

2-D19

2-D19

L2 L2

1.5t≦A A＜1.5t
tt

L
2

L
1

A

2-D13

L2
45°

L2

L
2

1-D13
L2

A

L11.
5t

5
0

スラブ上端主筋
と同径・同間隔 スラブ上端主筋

斜め筋は

と同径・同間隔

D13

スラブ段差納まり要領図

スラブの壁受け要領

※ H≧600の立上り壁も同様とする。

L2以上

L2以上

スラブの開口補強要領図

１）開口が700mm以下の場合 ３）小開口が連続する場合

・外接する長方形の最大寸法により、補強を行うこと。

・開口間には2-D10を入れること。

２）開口が700mmを超える場合

・開口が150mm以下でも、鉄筋の折曲げ角度1／6を超える場合は、切り替えて添え筋をすること。

・片持スラブに300mmを超えて700mm以下の開口がある場合は、梁に直交する補強筋を梁内に定着すること。
・開口部が梁又は壁に接する場合は、接する側の補強を省略することができる。

・斜め筋はシングル配筋とし、上下筋の内側に配筋すること。

・開口間のあきは、原則として100mm以上とする。

・柱廻りも斜め筋は配筋すること。

・補強筋は特記による。

開口 ≦ 150 150 < 開口 ≦300 300 < 開口 ≦700

・上記の補強方法を計画し、監督職員の承諾を得ること。

・上記の補強方法を計画し、

　監督職員の承諾を得ること。

L
1

L
1

L1

L1

L1

L1100以上

斜め補助筋 D13 かつ
スラブ筋と同径以上

周囲補強

斜め補強

L1

L1

L
2

L
2

L1
L1

かぶり30以上

φ

1

6以上

1

6
以

上

φ

1

6以上

添え筋 L
1

スラブ筋と同径以上
斜め補助筋 D13 かつ

L
1

L1

L1

L1

L1

L
1

L1 L1

L
1

L1

L1

n
X

nY

(nY／2)本

(nX／2)本

(nX／2)本

かぶり30以上

(nY／2)本

スラブ筋と同径以上
斜め補助筋 D13 かつ

▽梁面

・開口周囲に小梁（SB20）を設置する。

・上記の補強方法を計画し、

　監督職員の承諾を得ること。

小梁

小梁

小梁

▽梁面

貫通孔リスト
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S -

工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司
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雑配筋・鉄骨詳細図（２）



B

D

H

D10@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

2-D13

床面補強

梁
主

筋

1
2
0

1
2
0

120 120

主筋

スラブ補強筋

スラブ補強筋

(C)独立基礎詳細図(A)ゲタ基礎

ｂ

Ｂ × Ｌ

t
5
0

1
0
0

5
0

D10@200
D10@200

（A-2）外構

D10@200以下

（B-2）外構

5
0

1
0
0

3
0
0

※

D13@200

D16

Ｂ × Ｌ

D13@200

※印は意匠図による。

※

3-D16(上下共)

□-D10@200

※印は意匠図による。

GL

GL

SL

ス
ラ

ブ
厚

（A-1）建屋内

D10@200以下

3-D16(上下共)
2-D13

B

SL

ス
ラ

ブ
厚

（B-1）建屋内

Ｈ
Ｈ

□-D13@200

1
8
0

D13

Ｂ × Ｌ

D13@200
D10@200以下

L2

L
2

L
2

L2

(B)ベタ基礎
（C-1）梁上の場合

H

1
8
0

D10@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

2-D13

床面補強

スラブ補強筋L2

L
2

L2

(C-2)梁が無い場合

1)柱主筋は避雷針導線として用いてはならない。　

2)柱内に避雷針導線を埋込む場合は以下の方法とし、監督職員の承諾を得ること。

    ・避雷針導線代替筋(2-D19)を設ける。

3)避雷針導線代替筋は柱中央付近に設けるものとし、継手は圧接又はフレア溶接を基本とし、

避雷針導線は柱中央付近に設けること。

中子筋がない場合は、固定用鉄筋D10-＠1000を配置し

避雷針導線を結束すること。

4)避雷針導線の最下階配線ボックスとの接続要領は下図による。

5)避雷針導線を外部から柱に埋め込む際には、可撓部にて断面欠損が生じないように確認する。

　機械式継手を採用する場合は、電気的に連続するものを採用すること。

　梁への埋込みは増打部に行なうこと。

かさ上げコンクリート厚さ A

床スラブ厚

補強筋かさ上コンクリート厚さ A

補強筋なし　　A＜80

 80≦A＜200

200≦A＜300

300≦A＜400

400≦A　　 

D10 @200 シングル

D13 @200 シングル

D10 @200 ダブル

D10・D13 @200 ダブル

無収縮モルタル t=30

A.BOLT（SS400）

PL-9
鉄骨梁

フープ筋

1
8
0

設備機器基礎配筋要領

ハト小屋

D10@200

D13@200

D10,D13@200

D10@200

D10D13@200

D13@200

FL

（スラブコンクリート天端）

D10,D13@200

D13@200

D10,D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

FL

（スラブコンクリート天端）

・＊印は 意匠図による。

L≦1500 L≦3000・多雪地域は適用外とする。

・アゴ部およびパラペット配筋は別図による。

W15@5000以下

(梁上配置)

片持ち屋根形式 3辺固定屋根形式

避雷針導線の補強筋 嵩上げコンクリート配筋要領

アース

最下階

接続部以降は設備工事

配線ボックス

配線ボックス

避雷針導線

柱内避雷針代替筋

免震余長600mmx1.2の平面余長
をとること

2-D13 2-D13

床面補強

L
2

L2 B

L

スラブ補強筋

スラブ補強筋

スラブ上下筋と同位置に配置

スラブ補強筋

スラブ上下筋と同位置に配置

スラブ補強筋

スラブ上下筋と同位置に配置

B+200と1,000の大きい方

L
+
2
0
0
と

1
,
0
0
0
の

大
き

い
方

1,000

1
,
0
0
0

1,000

1
,
0
0
0
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S -

工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司
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雑配筋・鉄骨詳細図（３）
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欠損材

壁内

（防錆処理）

（図-3）

耐震壁の場合

内部

（図-1）

外部
目地底

目地底

（図-4）

シーリング

非耐震壁の場合

内部

外部

（図-2）

外部

鉄筋

EタイプDタイプCタイプBタイプAタイプ

・誘発目地の深さは、屋外側と室内側の目地深さと欠損材の有効径の合計値で算定し、総壁厚Tの20％以上とする。

10mm加えた値とする。

設計かぶり厚さは、コンクリート打設後の出来上り状態で最小かぶり厚を確保する為に施工精度誤差を考慮して最小かぶり厚さに

・手摺壁、垂れ壁の誘発目地は、3mピッチ以内とする。但し、PCaとした場合は除く。

・手摺、パラペット、窓台、片持ちスラブなどの天端及び窓枠部の隅角部に誘発目地を廻すこと。（図-4）

・図面上の寸法は設計かぶり厚さを示している。

・横目地（打継ぎ目地）により、柱に断面欠損を生じさせてはならない。（図-3）

・横目地（打継ぎ目地）の深さと屋外側の縦目地（誘発目地）深さは、同一とし、20ｍｍを原則とする。

・鉄筋のかぶり厚の算定起点は、目地底とする。（図-2）

・ひび割れ欠損材は、防錆処理（エポキシ塗装もしくはメッキ）を施すこと。

欠損材配置要領図

■目地タイプ

内
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tT 欠損材

内部

外部

内部
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（非耐震壁）
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外部

（耐震壁）

外部

内部
（耐震壁）
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目地底外部

（耐震壁）
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地
内
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外
目
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内
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地

t T t

（非耐震壁）

柱有効断面20

打継ぎ目地

外部

誘発目地を廻す

・耐震壁への欠損材はモルタル等を充填とする。

ひび割れ誘発目地要領

シーリング材

下端配力筋は1本おきに切断

下面

上面

20

20

増打ち

（２）屋外片持ちスラブ

目地部での鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さを確保する。

100

増打ち

（１）外壁・パラペット

▽印は 目地位置を示す

・床スラブ出寸法が変化する境界部分・コンクリート手摺、腰壁でなくなる部分

下記に示す断面急変部には誘発目地を設ける。

誘発目地の位置

・雁行した入隅部

平面図平面図

壁

立面図

手摺

目地

梁

立面図

入隅部付近の目地はスラブ筋は
上下筋とも切断しない。

・CCB工法同等品とする。

目地底

目地底

目地底

目地底

目地底

・パラペットの誘発目地は1.5mピッチ以内とする。

パラペット内
欠損材

（防錆処理）

鉄骨柱周りのひび割れ防止筋配筋要領図

各 1-D13

（上下筋の中間に配筋）

2-D13

（上下 １本ずつ）

A1　S=1/
A3　S=1/

S -

工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司
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3.0m以内 3.0m以内

SL

SL

梁

梁

スラブ

スラブ

柱 柱

ひび割れ誘発材
(異形棒鋼)

耐力壁

7.施工上の留意点
　(1)構造躯体内部に設置するひび割れ誘発材は、コンクリート表面のひび割れ誘発目地と壁縦筋の中心を結ぶ直線状に取り付ける。
　(2)構造躯体内部のひび割れ誘発材はコンクリートの打込みによって移動および転倒することのないように、専用のひび割れ誘発材固定ジグを使用して固定する。
　　 ひび割れ誘発材固定ジグの配置間隔は、端部は0.5m以下、中央は1m以下を原則とする。
　　 ひび割れ誘発材固定ジグはJIS規格品(JIS G 3532)とし、岡部㈱の製造品とする。

　(3)外部に面するひび割れ誘発目地にはコンクリートの耐久性を確保するため目地底にシーリング材を充填する。

t
w

d
j
1

d
j
2

例) ひび割れ誘発目地位置　壁の内法長さ6m程度の場合

非コンクリート率と誘発材率の算定方法 (例)

　　 ひび割れ誘発材固定ジグのかぶり厚さは、仕上げのある場合または固定ジグに防錆処理を行う、仕上げのない場合で30mm以上を確保する。

誘発材固定ジグのかぶり厚さ

構
造

壁
厚

※
※

誘発材固定ジグ

※誘発材固定ジグかぶり厚さ

20mm以上(仕上げあり、防錆処理)

梁

梁

スラブ

スラブ

△：誘発材固定ジグ位置

耐力壁

誘発材固定ジグ位置

SL

SL

0
.
5
m
以

下

1
.
0
m
以

下
1
.
0
m
以

下

0
.
5
m
以

下

　(4)セパレータは、ひび割れ誘発材に干渉しない位置に取付ける。
　(5)コンクリートの打設は、片押しにならないように注意する。
　(6)コンクリート打設時の締固めは、バイブレータでの内部振動と型枠外面のたたきを併用する。この際、ひび割れ誘発材および目地棒に直接バイブレータが
　　 接触しないように留意するとともに、目地棒周辺のたたきを入念に行う。

構
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壁
厚か

ぶ
り

厚
さ

か
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り
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鉄
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の
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き
鉄
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あ
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ひび割れ誘発材

鉄筋あきの算定方法 (例)
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目地

増打ち部

壁横筋

壁縦筋

tw   ：全壁厚(mm)

ts   ：構造壁厚(mm)

Σdj ：目地深さの総和(mm)

Σdws：壁縦筋の呼び径の総和(mm)

Σdt ：ひび割れ誘発材の呼び径の総和(mm)

全壁厚       ：200mm

構造壁厚     ：180mm

目地深さ     ：10mm

壁縦筋径(D10)：10mm

誘発材径(D19)：19mm

総断面欠損率(25%)≦算定式(eRwd)

eRwd=(10×2＋10×2＋19)/200=0.295→29.5%・・・OK

誘発材率(20%)≧算定式(Rsd)

Rsd=19/180=0.106→10.6%・・・OK

1.5m以内 3.0m以内 3.0m以内 1.5m以内

SL

SL

梁

梁

スラブ

スラブ

柱 柱

ひび割れ誘発材
(異形棒鋼)

ひび割れ誘発材
(異形棒鋼)

耐力壁

例) ひび割れ誘発目地位置　壁の内法長さ6mを超え9m程度場合

CCB工法(鉄筋挿入型ひび割れ制御工法)仕様書

1.工法概要
　CCB(Crack Control Bar)工法は、鉄筋コンクリート壁の収縮ひび割れ発生位置を制御する工法で、確実に誘発目地へひび割れを誘導させると同時に、目地部以外の
　壁面ひび割れをほとんど発生させないことを可能とするものである。本工法の特徴は、ひび割れを誘発させたいところの総断面欠損率(非コンクリート率)を確保する
　手段として、壁表面に設けた欠き込み目地と目地位置の壁内部に異形鉄筋を用いたひび割れ誘発材および壁縦筋を直線状に配置する点である。
　本工法は、(財)日本建築総合試験所の建築技術性能証明「GBRC 性能証明 第09-04号 改」を取得している。また、本工法は、機械的な付着を期待できる異形鉄筋を

2.一般事項
　本工法は、本仕様書および本工法の建築技術性能証明評価概要報告書に従うものとする。本仕様書および本工法の建築技術性能証明評価概要報告書
　に記載されていない事項については、以下の関連基規準および指針類に従うものとする。
　(1)建築基準法、建築基準法施行令および国土交通省(旧建設省を含む)告示
　(2)日本建築センター：建築物の構造関係技術基準解説書(2007年8月)
　(3)日本建築学会：鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説(1999年11月)
　(4)日本建築学会：鉄筋コンクリート構造計算規準の改定について、2008年度日本建築学会大会構造部門(RC構造)パネルディスカッション資料(2008年9月)
　(5)日本建築学会：鉄骨鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説(2001年1月)
　(6)日本建築学会：鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説(2003年11月)
　(7)日本建築学会：鉄筋コンクリート造建築物の収縮ひび割れ制御設計・施工指針(案)・同解説(2006年2月)
　(8)日本建築学会：建築工事標準仕様書・同解説 JASS5 鉄筋コンクリート工事(2009年2月)
　(9)日本建築学会：建築工事標準仕様書・同解説 JASS8 防水工事(2008年2月)

3.適用範囲
　本工法は、鉄筋コンクリート造および鉄骨鉄筋コンクリート造の付帯ラーメン内に配置された、ひび割れ誘発目地を有する鉄筋コンクリート造耐震壁に適用する。

4.事業主・設計監理者および施工者の範囲
　CCB工法協会では、CCB工法を適用する作業所に対して、本工法を十分理解していると協会が認定したCCB工法施工管理技術者による施工指導を義務付けており、

5.使用材料
　コンクリートの種類：普通コンクリート(JASS 5)
　コンクリートの設計基準強度(N/mm2)：21 ≦ Fc ≦ 48
　鉄筋コンクリート壁板に用いる鉄筋：SD295A、SD295B、SD345、SD390(JIS G 3112)

6.構造規定
　(1)ひび割れ誘発目地は、原則として柱際と、柱面から1.5m以内、目地間隔を3m以内に配置する。
　(2)耐震壁の全壁厚に対する総断面欠損率(非コンクリート率)は原則として25%以上とする。

　(3)構造壁厚に対するひび割れ誘発材の径の合計の割合(誘発材率)は20%以下とする。

　(4)ひび割れ誘発材は、上下の梁および床スラブに定着しないように耐力壁の内法高さに合わせて配置する。
　(5)ひび割れ誘発材は、外目地および内目地幅の中心を結ぶ直線状に配置し、周囲の鉄筋に専用のひび割れ誘発材固定ジグ(岡部インダストリー㈱製)で固定する。

　(7)ひび割れ誘発材と壁縦筋との必要な鉄筋のあきは壁縦筋の呼び名の数値の1.5倍、粗骨材最大寸法の1.25倍、25mmのうち大きい方の数値以上とする。

　(9)壁筋比は、原則として、外壁で0.4%以上、内壁で0.3%以上とする。
　(10)壁厚は180mm以上、複筋配置を原則とする。

　CCB工法施工管理技術者の称号は、5年以上の実務経験を持つ技術者で、協会が実施する講習会を受講し、修了試験に合格した者に与えられる。
　本工法を使用する場合は、施工者はCCB工法協会員(正会員または限定会員)であること、事業主・設計監理者等は工法協会に入会(賛助会員)することで使用できる。
　CCB工法協会(URL：http://ccb-koho.com)

　　 総断面欠損率の算定式  eRwd(%)=(Σdj＋Σdws＋Σdt)/tw×100

　　 誘発材率の算定式 Rsd(%)=Σdt/ts×100

制定：2013.04.01

　ひび割れ誘発材として用い、収縮ひび割れを誘発目地内に誘導する技術として、特許第4719032号を取得している。

構造壁厚     ：180mm

かぶり厚さ　 ：40mm

壁縦筋径(D10)：11mm(最外径)

鉄筋のあき　 ：壁縦筋の呼び径の数値の1.5倍、

　　　　　　　 粗骨材最大寸法の1.25倍、25mmのうち

　　　　　　　 大きい方の数値以上とする。

鉄筋あきの求め方

(180-40×2-11×2-21)/2=28.5mm ＞ 25mm・・・OK
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壁厚 200mm (構造壁厚 180mm) 両側目地
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D22

目地 ひび割れ誘発材固定ジグ

壁厚 220mm (構造壁厚 200mm) 両側目地
壁縦筋が外側の場合
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ひび割れ誘発材
D25

壁縦筋 D16
壁横筋 D16

目地 ひび割れ誘発材固定ジグ

壁厚 320mm (構造壁厚 300mm) 両側目地
壁縦筋が外側の場合 壁縦筋が内側の場合
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D25

壁縦筋 D16
壁横筋 D16

目地 ひび割れ誘発材固定ジグ

8.施工手順

1. 誘発目地位置に墨出しを行う。 2. 壁筋、ひび割れ誘発材を設置する。

①墨出し
墨出し

② ひび割れ誘発材、
固定ジグの設置

3．外側型枠を建て込み、位置の微調整を行う。 4．内側型枠を建て込む。

④ 鉄筋位置を調整する。

目地棒

かぶり厚

セパレータ

外側型枠

⑥ セパレータの位置は誘発材に

かぶり厚

⑤ 内側の型枠を
　  建て込む。

    干渉しないようにする。

※鉄筋のかぶり厚さ、あきが確保

壁縦筋が外側の場合 壁縦筋が内側の場合

　できないため、目地部には

　ひび割れ誘発材のみ配置

各壁厚さの配筋納まり参考例

　　 総断面欠損率とは、一般に言われる断面欠損率とは異なり、部材厚さに対するひび割れ誘発目地の深さと、ひび割れ誘発目地と同一方向の壁縦筋の呼び径、
　　 断面中央部に配置するひび割れ誘発材(原則、縦筋より太径の異形鉄筋)の呼び径の合計との比を指す。

誘発材径(D19)：21mm(最外径)

　　 　問い合わせ先　 TEL：0774-43-2200　担当者：中嶋直幸
　　 　注文先 　TEL:0774-43-2200　FAX:0774-43-2250

　(6)ひび割れ誘発材は、鉄筋のあきが均等になるように配置する。

更新：2021.06.14

　(8)鉄筋あきを算定する場合は、縦横筋及びひび割れ誘発材は表1に示す最外径を用いる。

表1.異形鉄筋の最外径(mm)
呼び名
D10
D13
D16
D19
D22
D25

最外径
11
14
18
21
25
28

呼び名
D29
D32
D35
D38
D41
D51

最外径
33
36
40
43
46
58

　　 また、縦筋に径の異なる鉄筋を交互に使用する場合は、原則、太い径の鉄筋にて算定を行う。施工は、目地部に太い径の縦筋を配置する。

　　 製作の都合上、固定ジグの端部フックおよびひび割れ誘発材固定部の形状は、壁厚等によっては基本形状図と異なる場合がある。
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ひび割れ誘発材
D32

壁横筋 D10

ひび割れ誘発材固定ジグ目地

　※壁縦筋の割り付けは、目地部から行うこと。

ひび割れ誘発材固定ジグ基本形状図

①壁縦筋がD13以下の場合、固定ジグの長さが100mm以下の場合、壁縦筋と

②誘発材がD13以下の場合、固定ジグの中央はR型となる。

誘発材固定ジグ(縦筋タイプ)の形状について

縦筋タイプ 横筋タイプ

平面形状 平面形状

横筋

　誘発材の径が同径の場合、固定ジグの両端は90°フックとなる。

ひび割れ

ひび割れ

立面形状

横筋
誘発材

誘発材
目地芯

横筋タイプの場合

墨出し

固定ジグを

横筋に設置

縦筋タイプの場合

③ 鉄筋の空きの

　 確認

30mm以上(仕上げなし)
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A3　S=1/
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図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司

068

80
40

雑配筋・鉄骨詳細図（５）



デッキ受け材 デッキプレートの取合受梁へのかかり寸法および端部処理要領

6565
5
0

FB-65x6

頭付きスタッドは溶接しないこと。

1F

梁継手部のデッキ受け

▽
鉄骨梁上端レベル

1
0

2
0

5
0

端 部 側

中 央 側

30

30

FB-100x6 L-65x65x6　片落とし

F

F2

6

L-65x65x6　片落とし

柱

柱まわりのデッキ受け
柱・梁ともにS造の場合 柱 SRC造・梁 S造の場合

鉄骨梁上端レベル
▽

L-65x65x6　片落とし

L-65x65x6　片落とし

鉄骨梁上端レベル
▽

柱

鉄骨柱が外ダイヤフラムの場合

F
柱

2

FB-65x6

2F F2

6

外ダイアフラムと

<
6
m
m

80
mm
以
上

鉄骨梁上端レベル
▽

F2
F1

50FB-65x6

6
5

F2

フラットデッキの場合 山形デッキの場合

の
場
合

の
場
合

ブ
ラ
ケ
ッ
ト
タ
イ
プ

梁
端
部
接
合

L-65x65x6　片落とし

F1
2F

F

100

FB-65x6

片落とし部分

受梁へのかかり寸法および端部処理

継
手

プ
レ

ー
ト

梁

梁

柱

デッキ受け

アークスポット溶接又はすみ肉溶接
５００～９００ピッチ

現場切断

溶接　２１０ピッチ

デッキ受け

かかり代　５０

柱廻りのデッキ受け材

継手プレート か
か

り
代

6
2
0

梁柱

（現場加工） 6
2
0

6
3
0

３
０

以
上

75

斜

め

梁

斜め切断

デッキ受けＬ－７５ｘ７５ｘ６等

デッキ受け

梁

現場切断

は現場切断

※柱コーナーおよび継手プレート部の切断は現場加工

デッキ

・継手プレート部の納まり

PL-1.6

400以下

・斜め梁の納まり ・短スパンのスラブ

スプライスプレートの上に

梁フランジの間隔が
6mm以上の場合、FB-65x6を
デッキ受けとして溶接

30Φ

1
5

溶接端

溶接端

15

200<フランジ幅≦300

溶接端

溶接端

1
5

15

24Φあるいは
継ぎ手孔と同径

150<フランジ幅≦200

溶接端

18Φあるいは
継ぎ手孔と同径

1
5

15

溶接端

溶接端

1
0

溶接端

10

100≦フランジ幅≦150

300<フランジ幅≦400

溶融亜鉛めっき用梁ウェブ孔要領 太陽光パネル受け要領図

A1　S=1/
A3　S=1/

S -

工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司

069

60
30

雑配筋・鉄骨詳細図（６）



A1　S=1/
A3　S=1/

S -

工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司

070

60
30

雑配筋・鉄骨詳細図（７）



A1　S=1/
A3　S=1/

S -

工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司

071

60
30

雑配筋・鉄骨詳細図（８）



A1　S=1/
A3　S=1/

S -

工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司

072

40
20

SRC仕口詳細図



A1　S=1/
A3　S=1/

S -

工事名称

図面名

設計番号 作成日 縮尺

種別

通し番号

構造関係規定に適合することを確認した 設備関係規定に適合することを確認した

04632-010

総括 担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士第315658号　飯柴耕一

南相馬市新庁舎建設建築主体工事

株式会社 佐藤総合計画 -
-

一級建築士第323340号　高橋英雄
一級建築士第374585号　古川侑慧

一級建築士　第359849号
設備設計一級建築士　第4808号 　渡邉　森

一級建築士　第306020号
構造設計一級建築士　第5334号 檜垣　進司

073

60
30

風除室２・法務局・会議室１４・ドライエリア開口塞ぎ詳細図


